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４月も中旬となりました。新入生も少しずつ学校に慣れてきています。２，３年生は、「大

島プライド」を背負って、授業や部活動に取り組んでいます。また、毎年のことですが、先生

方の頑張りも素晴らしく、心のふれあいを大切にしている姿が見られ、嬉しく思います。 

今週から、「校長検定」を始めています。お題は「学校教育目標を覚えよう！」です。校長

室で検定を実施しており、ただ今１年生が「チャレンジ」しているところです。２，３年生

は、学力調査が終わってから実施します。[今年のスローガンである「チャレンジ」です。] 

 

校長検定のお題でもある学校教育目標「思いやりと実践力を持つ人間性豊かな生徒の育成」

[自立貢献]を達成するために、８つの重点目標を掲げています。①豊かな心の育成 ②学力の

向上と定着 ③人権教育の推進 ④生徒支援の充実 ⑤健康で安全な生活の推進 ⑥特別支援

教育の充実 ⑦キャリア教育の推進 ⑧コミュニティ・スクールの推進です。 

 その中の②に掲げております「学力の向上と定着」について、本校では生徒一人ひとりに、

基礎・基本となる学力を確実に定着させることを意識しながら、日々の授業を大切にしていま

す。生徒たちも主体的に学習しています。いよいよ明日は学力調査があります。これまで努力

を続けてきた学習の成果を、十分に発揮してほしいと思います。昨年度も言いましたが、学習

は、誰かのためではなく、自分のために行うものです。では、学力調査の説明をします。 

（※学力調査の目的を簡単に例えるならば、ネイティブアメリカンの言葉につながります。） 

【令和６年度 全国学力学習状況調査】について（１８日（木）３年生実施） 

１ 調査の目的 [文部科学省] 

 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況

を把握・分析し、教育施策の課題と検証、その改善を図るとともに、学校における児童生徒へ

の教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に

関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

２ 調査の対象 中学校調査：第３学年 

３ 調査事項 

 ・教科に関する調査：中学校調査は、国語、数学とする。 

 ・質問紙調査：学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の

整備の状況等に関する質問紙調査を実施する。（質問紙調査は１７日（水）Web 調査） 

 

【令和６年度 長崎県学力調査】について（１８日（木）２年生実施） 

１ 調査の目的 [長崎県教育委員会]  （１９日（金）３年生英語実施）     

 児童生徒の学力の定着状況を把握・分析し各学校における児童生徒への教育指導の充実や改

善等に役立てるとともに、県及び市町の教育施策の成果と課題を検証して学力向上対策の一層

の充実を図る。 

２ 調査の対象：中学校調査（中学校第２学年の国語・数学 第３学年の英語） 

 


